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ま え が き

労働政策研究・研修機構（JILPT）は、独立行政法人として中期目標期間ご
とに厚生労働省から労働政策上の課題の提示を受け、それに対応した研究計画
をたてた上でプロジェクト研究として推進することを第一のミッションとして
いる。

第２期（２００７年４月～１２年３月）においては、厚生労働省からは六つの課題が
提示され、調査研究活動を行ってきた。それぞれの成果は、とりまとめの都度
JILPT 労働政策研究報告書等の形で公表してきているところであるが、今般、
第２期が終了するにあたり、そうした調査研究成果のうち政策担当者や労使関
係者はもとより、広く社会的に関心が高いテーマを六つ取り上げ、これまでの
研究成果をベースとしつつ、それぞれ１冊の書籍にまとめて「JILPT 第２期プ
ロジェクト研究シリーズ」として刊行することとしたところである。

本書（シリーズ№３）は、近年、我が国における労働・雇用問題の中心的テー
マの一つである非正規雇用問題を取り上げている。本書を通じて、JILPT の
非正規雇用に関する調査研究の成果がより広範な人々の知るところとなり、あ
るいは政策立案に、あるいは政策論議の活性化に、あるいは現在における労
働・雇用に関する理解の促進に少しでも資することがあれば嬉しい限りであ
る。

なお、このシリーズは、JILPT の調査研究成果をより多くの人々に知って
いただくことを主眼とし、わかりやすいものであることを第一の編集方針とし
ている。その結果、専門の研究者からみればやや厳密さに欠ける部分があるこ
とは否定できない。諸氏のご寛容を乞うとともに、的確なご批判・叱正を頂戴
したい。

２０１２年３月
独立行政法人労働政策研究・研修機構

理事長 山口 浩一郎
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